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報
告
三

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

法
学
部
教
授

大
山
耕
輔

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
初
の
予
定
で
は
、
片
山
善
博
先
生
が
地
方
自
治
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

三
・
一
一
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
、
総
務
大
臣
と
し
て

震
災
と
復
興
の
対
応
に
当
た
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
急

遽
、
私
が
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
」
と
い
う
包
括
的
な
タ
イ
ト
ル
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
状
況
を
整
理
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
後
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
と
の
討
論
に
役
立

つ
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
に
共
通
す
る
論
点
を

少
し
で
も
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

一

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
何
か
。

最
初
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
定
義
で
す
が
、
曽
根
泰
教
（
二
〇
〇

八
）
に
よ
れ
ば
、「
政
府
に
限
ら
ず
、
組
織
が
重
要
な
決
定
や

舵
取
り
を
す
る
と
き
に
、
誰
が
権
限
や
責
任
を
も
つ
の
か
、
ま

た
、
そ
の
運
営
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
う
す
る
の
か
規
定
す
る
こ

と
」
で
す
。
一
言
で
い
え
ば
、「
意
思
決
定
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
規
律
を
も
た
ら
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
す
。
こ
の
定
義
か
ら
引

き
出
せ
る
ポ
イ
ン
ト
は
二
点
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
重
要
な
意

思
決
定
は
主
権
者
の
意
思
を
反
映
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
し
、
二
つ
は
、
も
し
反
映
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の

よ
う
に
責
任
を
確
保
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
か
ら
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
で
重
視
さ
れ
る
の
が
、
主
権
者
は
誰
な
の

か
、
ま
た
、
主
権
者
の
意
思
を
決
定
に
反
映
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
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ム
は
ど
う
す
る

か
、
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま

す
。政

治
学
や
行

政
学
で
は
、
私

的
な
ガ
バ
ナ
ン

ス
で
は
な
く
公

的
な
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
扱
う
わ
け

で
す
が
、
公
共

的
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
）
な
ガ
バ
ナ

ン
ス
で
は
、
政

府
（
ガ
バ
メ
ン

ト
）
の
意
思
決

定
が
、
主
権
者

で
あ
る
市
民
や

納
税
者
、
有
権

者
の
意
思
を
し

っ
か
り
反
映
し

て
い
る
か
、
反
映
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
意
思
決
定
の
透
明

性
や
情
報
公
開
、
監
視
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ

ま
な
市
民
参
加
と
い
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
反
映
さ
せ
る
、

と
い
っ
た
点
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

表

は
、
政
治
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
語
ら
れ
る
ガ
バ
ナ

1

ン
ス
論
を
鳥
瞰
し
た
も
の
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
、
イ
ン
プ
ッ

ト
（
民
主
主
義
）
に
注
目
し
た
も
の
と
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
効

率
）
に
注
目
し
た
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
民
主
性
と
効
率
性
が
と
き
に
矛
盾
し

あ
う
こ
と
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
行
政
学
の
分
野
で
は
、
近
年
、
政
策
評
価
の
重
要
性

が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
政
策
評
価
を
重
視
す
る

こ
と
は
、
政
策
決
定
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
民
主
的
な
も
の
に
し

ま
す
が
、
行
政
の
効
率
性
は
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
身

近
な
例
で
は
授
業
評
価
で
す
。
授
業
評
価
を
重
視
す
る
こ
と
は
、

授
業
に
学
生
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
そ
の
集
計
な
ど
に
時
間
を
と
ら
れ
る
た
め
、

授
業
の
効
率
性
は
明
ら
か
に
下
が
り
ま
す
。
評
価
な
ど
を
す
る

暇
が
あ
っ
た
ら
、
行
政
本
来
の
仕
事
や
、
授
業
の
元
と
な
る
最

先
端
の
研
究
を
す
る
方
が
効
率
性
は
上
が
る
は
ず
で
す
。
そ
こ

で
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
議
論
す
る
際
に
は
、
民
主
性
と
効
率
性
の
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表 1 さまざまなガバナンス論

(出所)Kjaer(2004 190)の表 8.1。

行政学と
公共政策 国際関係 欧州の

ガバナンス 比較政治Ⅰ 比較政治Ⅱ

正統性 アウトプット アウトプット
(とインプット) アウトプット アウトプット インプット

焦点 効率 効率
(と民主主義) 効率 効率 民主主義

政策部門 サービス提
供の制度

国際協力
の制度

構造的政策
(と規則的政策)
の制度

経済発展
(主に産業政策)
の制度

政治体制
の制度

主な
コンセプト

政策ネットワ
ーク、舵取り

国際・超国家
ネットワーク、
グローバリ
ゼーション

ネットワーク、
マルチレベル・
ガバナンス

ネットワーク、
国家・社会の
シナジー

ネットワーク、
信頼、互酬性、
公的領域



バ
ラ
ン
ス
を
ど
こ
で
と
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。

二

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
課
題
は
何
か
。

次
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
課
題
は
何
か
で
す
。
こ
れ
は
、
一
言

で
い
う
と
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
で
は
主
権
者
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
誰
が
主
権
者
な
の
か
、
誰
が
主
権
者
か

ら
委
任
さ
れ
た
政
策
決
定
者
な
の
か
、
実
際
に
は
非
常
に
わ
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
す
。

政
治
学
や
行
政
学
で
は
、
本
人
（
プ
リ
ン
シ
パ
ル
)・
代
理
人

（
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）
論
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
に

お
け
る
本
人
や
代
理
人
と
は
誰
な
の
か
、
代
理
人
は
政
治
家
な

の
か
官
僚
な
の
か
、
国
な
の
か
自
治
体
な
の
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
非
常
に
複
雑
で
曖
昧
で
す
。
こ
の
問
題
は
し
ば
し

ば
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
層
化
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一

つ
の
国
家
に
完
結
し
て
い
れ
ば
よ
い
で
す
が
、
環
境
問
題
な
ど

国
境
を
越
え
る
問
題
を
扱
う
な
ら
、
国
際
組
織
や
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
で
は
、
国
家
が
相
対
化
さ
れ
、

多
元
主
義
的
な
視
点
が
強
調
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
や
利
害
関
係

者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
は
誰
な
の
か
、
そ
の
範
囲
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
図

は
さ
ま
ざ
ま
な
利
害

1

関
係
者
を
例
示
し
た
も
の
で
す
。

三

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
収
斂
す
る
の
か
。

三
番
目
の
論
点
は
、
主
権
者
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
意
思
決
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NPO

国際機関

国家
（政府）

自治体

企業

市民
（ユーザー、
有権者、
納税者）

図 1 ステークホルダー(利害関係者)



定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
一
つ
に
収
斂
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
多
様

な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
い
か
え
る
と
、
よ
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
い
う
け
れ
ど
も
、
最
適
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
一
つ
な
の
か
複

数
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

表

は
、
国
家
構
造

2

と
執
政
府
の
特
質
か
ら

見
た
先
進
諸
国
の
位
置

づ
け
を
示
し
て
い
ま
す
。

国
家
構
造
は
、
中
央
集

権
の
単
一
主
権
国
家
か

地
方
分
権
の
連
邦
制
国

家
か
と
い
う
こ
と
で
す

し
、
執
政
府
の
特
質
は
、

レ
イ
プ
ハ
ル
ト
の
類
型

に
よ
る
も
の
で
、
小
選

挙
区
制
に
基
づ
く
多
数

決
型
な
の
か
比
例
代
表

制
に
基
づ
く
コ
ン
セ
ン

サ
ス
型
な
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
諸
国
の
位

置
づ
け
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
行
政
学
者
が
行
い
ま
し
た
が
、
日
本

の
位
置
づ
け
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
報
告
者
が
入
れ

て
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
二
つ
の
軸
だ
け
で
も
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
が
た
い
へ
ん
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
主
権
者
で
あ
る

市
民
が
望
む
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
は
た
い
へ
ん
多
様
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

日
本
で
す
が
、
表

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
お
け
る
政
治
制

3

度
を
計
量
的
に
位
置
づ
け
て
み
た
も
の
で
す
（
田
中
秀
明
、
二

〇
一
一
、
三
一
六
頁
）。

ま
ず
、
執
政
制
度
が
大
統
領
制
か
議
院
内
閣
制
か
か
ら
始
ま

り
、
議
会
や
執
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
経
て
、
政
権
競
争

度
や
政
府
内
集
権
度
に
至
る
ま
で
、
具
体
的
な
指
標
を
計
量
的

に
明
ら
か
に
し
て
諸
国
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
主

観
的
な
指
標
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
客
観
的
な
指
標
も
多
数

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
日
本
は
、
政
権
交
代
数

は
少
な
い
も
の
の
、
首
相
･大
統
領
数
が
多
く
（
頻
繁
に
変
わ

る
）、
政
治
制
度
は
、
比
較
的
分
権
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
財
政
再
建
な
ど
必
要
な
政
策
を
強
力
に

行
う
た
め
に
は
集
権
化
が
必
要
、
と
い
っ
た
主
張
の
根
拠
に
さ

特別記事：平成二三年度慶應法学会シンポジウム
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表 2 国家構造と執政府の特質

(出所)Pollitt / Bouckaert (2004) p. 47．
(注)｢日本？」は報告者が記入したもの。

多数決型 中間 コンセンサス型

集権化（単一）ニュージーランド
英国

フランス
日本？

イタリア
オランダ

中間 スウェーデン フィンランド

分権化（連邦）
オーストラリア

カナダ
米国

ベルギー
ドイツ

（執政府の特質）

（
国
家
構
造
）
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れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
表
か
ら
は
読
み
取
り
に

く
い
で
す
が
、
日
本
の
首
相
が
頻
繁
に
交
代
す
る
一
つ
の
背
景

に
は
、
ね
じ
れ
国
会
（
衆
参
の
勢
力
分
布
が
異
な
る
）
の
状
況
も

あ
る
わ
け
で
、
問
題
が
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
け
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

四

利
用
で
き
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
評
価
情
報
は
あ
る
の
か
。

四
番
目
は
、
市
民
が
利
用
で
き
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
情
報
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
で
す
。
政
策
決
定
に
市
民
の
意
思

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
政
策

決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
ど
の
程
度
市
民
の
意
思
を
反
映
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
の
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

表

は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
･

4

フ
ッ
ド
た
ち
に
よ
る
一
四
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
評
価
情
報
の
特
性
を

整
理
し
た
も
の
で
す
。
一
番
左
側
に
、
一
四
の
主
体
と
ガ
バ
ナ

ン
ス
評
価
情
報
の
名
前
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
過
去
一
〇
年
の
出
版
数
、
最
新
の
利
用
可
能
な
調
査
に
お

け
る
国
の
数
と
調
査
年
、
世
論
調
査
（
Ｓ
）
か
専
門
家
調
査

（
Ｅ
）
か
、
直
接
測
定
さ
れ
た
デ
ー
タ
（
Ｄ
）
な
の
か
外
部
か

ら
の
デ
ー
タ
（
Ｑ
）
な
の
か
、
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
特
徴
に
つ
い

て
整
理
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
四
の
評
価
情
報
を
、
信
頼
性
（
reliabil-

ity）
と
妥
当
性
（
validity）
の
二
つ
の
観
点
か
ら
ラ
ン
キ
ン
グ

づ
け
し
て
み
た
結
果
が
図

で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
大
半
の

2

評
価
情
報
が
、
信
頼
性
は
高
い
が
妥
当
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

く
、
ま
た
、
特
定
の
施
策
で
は
な
く
全
体
的
な
評
価
を
し
て
い

る
情
報
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
反
対
に
、
妥
当
性
は
高

い
が
信
頼
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
情
報
は
、
数
は
少
な
い
が

総
得
点
が
比
較
的
高
く
、
教
育
な
ど
特
定
の
施
策
を
評
価
し
て

い
る
情
報
が
多
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
市
民
が
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
評
価
す
る
情
報
は
決
し
て
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
こ
う

し
た
一
四
の
評
価
情
報
は
利
用
可
能
な
わ
け
で
す
。
市
民
は
、

評
価
情
報
の
特
性
を
理
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て

こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

日
本
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
諸
外
国
と
比
べ
て
ど
の
程
度
な
の
か
、

過
去
一
〇
年
間
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
目

的
や
関
心
か
ら
は
、
世
界
銀
行
（
W
orld
Bank）
の
世
界
ガ
バ

ナ
ン
ス
指
標
（
W
orldw
ide
Governance
Indicators;W
GI）

と
い
う
評
価
情
報
が
有
用
で
す
。
図

の
よ
う
に
、
こ
の
指
標

2

は
信
頼
性
と
妥
当
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
比
較
的
よ
い
で
す
。
ま
た
、

特別記事：平成二三年度慶應法学会シンポジウム
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カ
バ
ー
し
て
い
る
国
や
地
域
が
二
〇
〇
程
度
と
比
較
的
多
く
、

継
続
的
に
外
部
機
関
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
利
用
し
て
合
成
指
標

を
作
成
し
て
い
る
（
調
査
の
調
査
）
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま

す
。図

は
、
世
界
銀
行
の
世
界
ガ
バ
ナ
ン
ス
指
標
に
よ
る
日
本

3

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
度
の
状
況
と
そ
の
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
指
標
は
、
六
つ
の
次
元
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
表
現
の
自
由
と
説
明
責
任

（
V
oice
and
A
ccountability）、
政
治
的
安
定
と
暴
力
の
な
い

社
会
（
PoliticalStability）、
政
府
の
有
効
性
（
Governm
ent

Effectiveness）、
規
制
の
質
（
Regulatory
Q
uality）、
法
の

支
配
（
Rule
ofLaw
）、
不
正
取
り
締
ま
り
（
ControlofCor-

ruption）
の
六
つ
で
す
。
グ
ラ
フ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
の
得

点
が
五
年
ご
と
に
ど
う
変
化
し
て
き
た
か
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
日
本
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
特
徴
は
、
全
体
と
し

て
得
点
が
高
い
こ
と
、
も
っ
と
も
高
い
の
は
法
の
支
配
（
Ｒ

Ｌ
）
で
、
逆
に
も
っ
と
も
低
い
の
は
表
現
の
自
由
と
説
明
責
任

（
Ｖ
Ａ
）
で
あ
る
こ
と
、
近
年
急
速
に
改
善
さ
れ
て
き
た
の
が

規
制
の
質
（
Ｒ
Ｑ
）
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
右
端

の
ヒ
ゲ
は
誤
差
を
示
し
ま
す
。

世
界
銀
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
指
標
は
、
誰
で
も
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ

特別記事：平成二三年度慶應法学会シンポジウム
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ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
回
帰
分
析
な

ど
の
計
量
分
析
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
デ

ー
タ
は
外
部
機
関
が
収
集
し
た
デ

ー
タ
を
合
成
し
て
お
り
、
数
の
多

い
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
デ
ー
タ
に
偏

重
し
や
す
い
傾
向
が
あ
っ
た
り
、

政
権
交
代
が
起
こ
る
と
政
治
的
安

定
と
暴
力
の
な
い
社
会
（
Ｐ
Ｓ
）

の
得
点
が
下
が
る
傾
向
が
あ
っ
た

り
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
市
民

が
自
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
国
際
比
較
可
能

な
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た

利
用
可
能
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
評
価
情

報
の
整
備
と
公
開
を
い
っ
そ
う
進

め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
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図 3 日本
(注)ここで示されているガバナンス指標は、先進国と途上国における企業、市民、専門家への調査に答えてく
れたたいへん多くの人びとによって提供されたガバナンスの質についての見解を合成したものである。これら
のデータは、多くの調査研究所、シンクタンク、ＮＧＯ、国際機関から集められたものである。ＷＧＩは、世
界銀行、世銀幹部、幹部が代表する諸国の公式見解を反映するものではない。ＷＧＩは資源配分のために世界
銀行グループによって使用されるものではない。
(出所)世界銀行の各国別(日本)世界ガバナンス指数の時系列変化を示すページを参照。
http://www.govindicators.org から入ることが可能。（2009 年 9 月 27 日アクセス）
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五

よ
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
幸
福
を
も
た
ら
す
か
。

最
後
の
論
点
は
、
よ
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
幸
福
を
も
た
ら
す
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近
は
、
主
に
経
済
学
者
を
中
心
と

し
て
、
幸
福
に
影
響
す
る
要
因
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
研

究
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
（
た
と
え
ば
大
竹
・
白
石
・

筒
井
、
二
〇
一
〇
）。
政
治
学
や
行
政
学
か
ら
も
、
幸
福
に
影
響

す
る
政
治
行
政
的
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
こ
こ
で
の
関
心
か
ら
い
え
ば
、
よ
い
ガ
バ

ナ
ン
ス
は
人
び
と
を
幸
福
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
ど
の
よ
う
な

ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
れ
ば
人
び
と
は
幸
福
を
よ
り
感
じ
る
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

古
典
的
な
研
究
と
し
て
、
フ
ラ
イ
と
ス
タ
ッ
ツ
ァ
ー
（
二
〇

〇
五
）
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
ス
イ
ス
の
地
方
自
治
を

観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
一
万
ド

ル
を
超
え
る
と
、
さ
ら
に
経
済
成
長
し
て
も
、
市
民
の
主
観
的

幸
福
度
は
そ
れ
ま
で
の
ペ
ー
ス
で
は
高
ま
ら
な
く
な
る
こ
と
、

む
し
ろ
、
政
治
参
加
を
拡
大
し
た
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
改
善
し

た
り
、
民
主
主
義
の
質
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
の
方
が
、
市
民

の
主
観
的
幸
福
度
を
さ
ら
に
高
め
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
ス
イ
ス
各
州
で
行
わ
れ
て
い
る
州
民
投
票

が
州
民
の
幸
福
度
を
高
め
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
彼
ら
の

議
論
は
本
当
な
の
で
し
ょ
う
か
。
関
連
す
る
研
究
や
デ
ー
タ
を

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

図

は
、
ヘ
リ
ウ
ェ
ル
と
フ
ァ
ン
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
研

4

究
で
、
幸
福
の
指
標
と
し
て
の
生
活
満
足
度
と
一
人
あ
た
り
実

質
所
得
、
お
よ
び
、
生
活
満
足
度
と
政
府
の
質
指
標
と
の
関
係

を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
、

よ
い
政
府
（
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
メ
ン
ト
）
の
こ
と
で
す
が
、
よ
い

政
府
で
政
府
の
質
が
高
い
ほ
ど
生
活
満
足
度
も
高
い
と
い
う
相

関
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
先
進
国
で
あ
る
ほ
ど
、
経

済
的
要
因
よ
り
政
治
行
政
的
要
因
の
方
が
幸
福
度
に
影
響
を
与

え
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
別
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
フ

ラ
イ
と
ス
タ
ッ
ツ
ァ
ー
の
主
張
を
裏
づ
け
る
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
先
進
国
で
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
が
、

人
び
と
の
幸
福
を
高
め
る
大
き
な
要
因
と
い
え
そ
う
で
す
。

表

は
、
わ
が
国
の
人
権
尊
重
度
と
行
政
に
対
す
る
信
頼
の

5

関
係
を
示
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
は
、
世
界
価
値
観
調

査
（
W
orld
V
alues
Survey）
二
〇
〇
五
年
の
日
本
の
デ
ー
タ

で
す
。

こ
れ
ら
は
、
厳
密
に
い
う
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
幸
福
の
関
係
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幸
福
を
行
政
に
対
す
る
信
頼
に
置
き
換
え

て
考
え
て
み
た
と
き
に
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
に
強
く
影
響
を

特別記事：平成二三年度慶應法学会シンポジウム
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与
え
る
要
因
と
し

て
、
わ
が
国
の
人

権
尊
重
度
と
い
う

変
数
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
わ
け

で
す
。
表

か
ら

5

は
、
全
体
で
九
三

四
人
の
回
答
者
の

う
ち
、
行
政
を
信

頼
し
な
い
人
が
合

計
で
六
六
・
七
％

つ
ま
り
全
体
の
三

分
の
二
を
占
め
、

行
政
を
信
頼
す
る

人
の
合
計
三
三
・

三
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

問
題
は
、
両
者

を
分
か
つ
要
因
で

あ
る
わ
が
国
の
人

権
尊
重
度
と
い
う
変
数
で
す
。
わ
が
国
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
て

い
な
い
と
答
え
た
人
の
八
三
・
二
％
が
行
政
を
信
頼
し
な
い
と

答
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い

る
と
答
え
た
人
の
四
七
・
七
％
が
行
政
を
信
頼
す
る
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

問
題
は
、
わ
が
国
の
人
権
尊
重
度
の
具
体
的
内
容
を
、
回
答

者
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
な
の
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
こ
れ
以
上
の
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
人
権
を
意
識
す
る
場
面
と
い
う
の
は
、
差
別
さ
れ
た
り

不
公
正
な
扱
い
を
受
け
た
り
し
た
よ
う
な
場
合
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
そ
う
し
た
扱
い
が
是
正
さ
れ
る
の
は
裁
判
所
で
あ
っ
た

り
、
警
察
や
法
務
省
な
ど
の
行
政
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
自

治
体
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
国
や
自
治
体
の
政
府
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
よ
け
れ
ば
、

行
政
信
頼
が
高
ま
り
幸
福
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
す
。

最
後
の
図

は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
環
境
と
の
関
係
を
示
し
て

5

い
ま
す
。
環
境
も
幸
福
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
幸
福
を
も
た
ら

す
一
つ
の
重
要
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
指

標
と
し
て
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
世
界
銀
行
の
世
界
ガ
バ
ナ
ン
ス

指
標
を
、
環
境
の
指
標
と
し
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ダ
ニ
エ
ル
･
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図 4 生活満足度との関係
(出所)Helliwell, John F. / Haifang Huang（2008）“How’s Your Government? International Evidence Linking

Good Government and Well-Being,” British Journal of Political Science, 38, p.598.
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エ
ス
テ
ィ
（
こ
の
方
は
以
前
に
米
国
の
環
境
保
護
庁
に
勤
務
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
）
た
ち
が
開
発
し
た
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

指
数
（
Environm
entalPerform
ance
Index）
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
ご
覧
の
よ
う
に
、
綺
麗
な
相
関
関
係
を
示
し
て
い
ま

す
。
途
上
国
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
進
国
に

な
る
ほ
ど
両
者
の
相
関
が
高
ま
る
の
は
、
先
ほ
ど
の
例
と
同
じ

で
す
。
問
題
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
相
関
関
係
に
な
る
の
か
で

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
さ
ら
に
研
究
中
で
す
。

以
上
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
提
示

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
研
究
や

デ
ー
タ
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ご
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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表 5 わが国の人権尊重度と行政に対する信頼のクロス表

行政に対する信頼

合計
非常に

信頼する
やや信
頼する

あまり信
頼しない

全く信頼
しない

わが国の
人権尊重
度

尊重され
ていない

度数 1 72 260 102 435
わが国の人権
尊重度の％

0.2％ 16.6％ 59.8％ 23.4％ 100.0％

尊重され
ている

度数 13 225 214 47 499
わが国の人権
尊重度の％

2.6％ 45.1％ 42.9％ 9.4％ 100.0％

合計 度数 14 297 474 149 934
わが国の人権
尊重度の％

1.5％ 31.8％ 50.7％ 16.0％ 100.0％

(出所)大山 (2010b)、p.43。
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